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平成 28年度補正予算
会 計 名 今 回 補 正 額 補 正 後 の 予 算 額

一 般 会 計（ 第 ４ 号 ） 6351 万円 84 億 6511 万 2 千円

一 般 会 計（ 第 ５ 号 ） 1 億 7779 万 2 千円 86 億 4290 万 4 千円

特

別

会

計

国民健康保険事業（第２号） 17 万 9 千円 17 億 6602 万 5 千円

介 護 保 険 事 業（ 第 ２ 号 ） 2499 万 3 千円 10 億 7959 万 2 千円

簡 易 水 道 事 業（ 第 １ 号 ） 105 万円 2 億 8966 万 8 千円

簡 易 水 道 事 業（ 第 ２ 号 ） 430 万円 2 億 9396 万 8 千円

営農用水道等事業（第１号） 50 万円 2861 万 9 千円

営農用水道等事業（第２号） 210 万円 3071 万 9 千円

公 共 下 水 道 事 業（ 第 ２ 号 ） 270 万円 5 億 6745 万 1 千円

風 力 発 電 事 業（ 第 １ 号 ） 355 万 4 千円 5859 万 9 千円

病院事業会計【収益的収支】（第１号） 32 万 1 千円 12 億 5730 万円

病院事業会計【収益的収支】（第２号） 6775 万 8 千円 13 億 2505 万 8 千円

病院事業会計【資本的収支】（第２号） 629 万 7 千円 6403 万 1 千円

　平成２８年第３回定例会が９月２６日に開かれました。

　平成２７年度決算１１件については特別委員会に付託し、残り

２４件は原案のとおり可決しました。

平成 28年    第３回定例会
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◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

台
風
10
号
の
被
害
に
対
す
る
応

急
、
復
旧
経
費
等
に
つ
い
て
で
す
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
対
す

る
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
、
各
基

金
へ
の
積
立
金
、
妊
産
婦
医
療
費

助
成
費
、
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や

ま
の
正
面
玄
関
風
除
室
等
改
修
工

事
、
檜
山
広
域
行
政
組
合
消
防
費

負
担
金
、
農
地
農
業
用
施
設
小
災

害
復
旧
事
業
補
助
金
の
ほ
か
、
行

政
執
行
上
当
面
必
要
と
す
る
経
費

等
に
つ
い
て
で
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
都
道
府

県
単
位
化
事
務
説
明
会
出
席
の
た

め
の
旅
費
や
前
期
高
齢
者
納
付
金

の
追
加
等
で
す
。

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

　

介
護
人
材
確
保
・
育
成
支
援
事

業
助
成
金
の
追
加
や
介
護
給
付
費

負
担
金
等
返
還
金
な
ど
に
つ
い
て

で
す
。

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

　

台
風
10
号
被
害
に
対
す
る
、
瀬

棚
区
及
び
北
檜
山
区
の
水
道
施
設

の
修
繕
料
等
に
つ
い
て
で
す
。

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

　

修
繕
料
の
ほ
か
、
若
松
配
水
池

通
信
線
張
替
工
事
、
元
浦
地
区
配

水
管
水
管
橋
改
修
工
事
費
等
に
つ

い
て
で
す
。

◎
営
農
用
水
道
等
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

台
風
10
号
被
害
に
対
す
る
、
瀬

棚
区
の
営
農
用
水
道
施
設
の
修
繕

料
に
つ
い
て
で
す
。

◎
営
農
用
水
道
等
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

瀬
棚
地
区
営
農
用
水
道
配
水
管

移
設
工
事
費
に
つ
い
て
で
す
。

◎
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
２
号
）

　

下
水
道
経
営
戦
略
策
定
業
務
や

北
檜
山
区
雨
水
管
渠
新
設
工
事
費

等
に
つ
い
て
で
す
。

◎
風
力
発
電
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

　

電
圧
を
調
整
す
る
Ｓ
Ｖ
Ｇ
装
置

の
交
換
修
繕
に
要
す
る
経
費
に
つ

い
て
で
す
。

◎
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　

（
第
１
号
）

　

台
風
10
号
被
害
に
対
す
る
、
医

師
住
宅
裏
側
の
倒
木
に
よ
る
倒
木

処
理
業
務
に
係
る
費
用
で
す
。

◎
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　

（
第
２
号
）

 
・
収
益
的
収
入
及
び
支
出

　

給
与
費
や
医
療
外
消
耗
備
品
の　

　

購
入
費
に
つ
い
て
で
す
。

 

・
資
本
的
収
入
及
び
支
出

　

医
療
機
器
の
整
備
費
用
に
つ
い

　

て
で
す
。

◎
妊
産
婦
医
療
費
の
助
成
に
関
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

　

少
子
化
対
策
及
び
子
育
て
支
援

の
一
環
と
し
て
、
妊
産
婦
に
対
し

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
、
母
子

の
健
康
保
持
及
び
増
進
を
図
る
た

め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

◎
法
務
専
門
調
査
員
の
任
用
等
に

　

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
よ

り
、
審
査
請
求
の
審
理
手
続
き
を

行
う
審
理
員
制
度
が
導
入
さ
れ
、

新
た
に
法
務
専
門
調
査
員
を
任
用

す
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

◎
非
常
勤
特
別
職
職
員
の
報
酬
及

　

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い　

　

て

　

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
よ

り
、
新
た
に
法
務
専
門
調
査
員
を

任
用
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
総
合
計
画
策
定
審
議
会
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

　

て

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
町
の
基

本
構
想
策
定
業
務
が
撤
廃
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
条
文
と
の
整
合
性
を

図
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

 

・
北
檜
山
区
北
檜
山

 

・
氏
名　

大お
お
く
し串 

富ふ

美み

子こ(

45
歳)

◎
平
成
27
年
度
健
全
化
判
断
比　

　

率
・
公
営
企
業
資
金
不
足
比
率

　

の
報
告
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
町

監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
指
標
は
、
実
質
公

債
費
比
率
で
は
９
．
４
％(

前
年

度
比
０
．
９
ポ
イ
ン
ト
減)

将
来

負
担
比
率
は
８
．
３
％(

同
10
．

５
ポ
イ
ン
ト
減)

と
前
年
度
に
比

べ
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

条

例

同

意

報

告

補
正
の
主
な
内
容



◎
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業

　

化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強

　

化
を
求
め
る
意
見
書

１
．「
森
林
環
境
税
（
仮
称
）」
等

を
早
期
に
開
設
し
、
森
林
の
整
備

や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
利
用

な
ど
、
森
林
吸
収
源
対
策
を
推
進

す
る
こ
と
。

２
．
森
林
の
多
面
的
機
能
を
持
続

的
に
発
揮
し
、
林
業
・
木
材
産
業

の
振
興
と
山
村
に
お
け
る
雇
用
の

安
定
化
を
図
る
た
め
、
森
林
整
備

事
業
及
び
治
山
事
業
の
財
源
を
十

分
か
つ
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
。

３
．
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
通

じ
て
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
の

実
績
を
十
分
に
踏
ま
え
、
森
林
整

備
か
ら
木
材
の
加
工
・
流
通
、
利

用
ま
で
の
一
体
的
な
取
り
組
み
に

対
す
る
支
援
措
置
を
充
実
・
強
化

す
る
こ
と
。

　
　
　

提
出
議
員　

真
柄　

克
紀

　
　
　

賛
成
議
員　

石
原　

広
務

　
　
　
　

 

同 　
　

細
川　

伸
男

　
　
　
　

 

同 　
　

神
田　

和
浩

　
　
　
　

 

同 　
　

江
上　

恭
司

　
　
　
　

 

同 　
　

熊
野　

主
税

◎
農
業
・
農
村
を
崩
壊
さ
せ
か
ね

　

な
い
農
政
改
革
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
拙

　

速
な
国
会
承
認
の
反
対
を
求
め

　

る
意
見
書

１
．
生
産
現
場
を
置
き
去
り
に
し

た
官
邸
主
導
の
規
制
改
革
・
効
率

優
先
の
農
政
を
あ
ら
た
め
、
食
料

自
給
率
向
上
と
農
業
・
農
村
の
多

面
的
機
能
の
発
揮
を
図
り
、
持
続

可
能
な
農
業
生
産
と
農
村
社
会
の

維
持
を
担
う
家
族
農
業
な
ど
を
守

り
育
て
る
基
本
政
策
を
確
立
す
る

こ
と
。

２
．
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
お
け
る
農
畜

産
物
の
市
場
ア
ク
セ
ス
内
容
は
、

新
た
な
輸
入
枠
の
設
定
や
関
税
削

減
な
ど
す
べ
て
の
品
目
で
譲
歩
し

て
お
り
、
重
要
５
品
目
の
聖
域
を

守
る
と
し
た
国
会
決
議
に
明
ら
か

に
反
し
て
い
る
こ
と
か
ら
拙
速
な

国
会
承
認
は
断
じ
て
行
わ
な
い
こ

と
。

　
　
　

提
出
議
員　

平
澤　
　

等

　
　
　

賛
成
議
員　

細
川　

伸
男

　
　
　
　

 

同 　
　

神
田　

和
浩

　
　
　
　

 

同 　
　

江
上　

恭
司

　
　
　
　

 

同 　
　

本
多　
　

浩

　
　
　
　

 

同 　
　

石
原　

広
務

　
　
　
　

 

同 　
　

桝
田　

道
廣

　
　
　
　

 

同 　
　

大
湯　

圓
郷

　
　
　
　

 

同 　
　

真
柄　

克
紀

　
　
　
　

 

同 　
　

大
野　

一
男

　
　
　
　

 

同 　
　

熊
野　

主
税

◎
指
定
団
体
制
度
の
堅
持
な
ど
酪

　

農
政
策
の
確
立
に
関
す
る
意
見

　

書
１
．
指
定
団
体
制
度
が
果
た
し
て

い
る
基
本
的
機
能
を
的
確
に
評
価

し
て
国
民
理
解
を
深
め
、
引
き
続

き
、
そ
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
で

き
る
よ
う
制
度
の
根
幹
を
堅
持
し
、

安
全
・
安
心
な
国
産
生
乳
の
安
定

供
給
に
資
す
る
こ
と
。

２
．
家
族
経
営
や
農
業
生
産
法
人

な
ど
多
様
な
酪
農
・
畜
産
の
経
営

安
定
と
再
生
産
確
保
を
可
能
と
す

る
直
接
支
払
制
度
を
確
立
す
る
と

と
も
に
、
生
産
基
盤
の
強
化
対
策

の
拡
充
な
ど
酪
農
・
畜
産
の
持
続

的
発
展
を
図
る
施
策
を
推
進
す
る

こ
と
。

　
　
　

提
出
議
員　

平
澤　
　

等

　
　
　

賛
成
議
員　

細
川　

伸
男

　
　
　
　

 

同 　
　

神
田　

和
浩

　
　
　
　

 

同 　
　

江
上　

恭
司

　
　
　
　

 

同 　
　

本
多　
　

浩

　
　
　
　

 

同 　
　

石
原　

広
務

　
　
　
　

 

同 　
　

桝
田　

道
廣

　
　
　
　

 

同 　
　

大
湯　

圓
郷

　
　
　
　

 

同 　
　

真
柄　

克
紀

　
　
　
　

 

同 　
　

大
野　

一
男

　
　
　
　

 

同 　
　

熊
野　

主
税

◎
「
米
政
策
改
革
」
の
抜
本
的
見

　

直
し
を
求
め
る
意
見
書

１
．
国
は
食
糧
法
に
定
め
る
「
米

穀
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
」
の

責
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
豊
凶
を

含
む
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
需
給

調
整
対
策
に
官
民
一
体
と
な
り
取

り
組
む
と
と
も
に
、
主
導
的
役
割

を
最
大
限
に
果
た
す
こ
と
。

　

特
に
、
生
産
調
整
の
円
滑
な
推

進
に
向
け
、
生
産
数
量
目
標
達
成

の
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措
置

（
米
の
直
接
支
払
交
付
金
）
を
継

続
す
る
こ
と
。

２
．
国
民
の
主
食
で
あ
る
米
の
再

生
産
を
確
保
し
、
そ
れ
を
担
う
中

心
的
な
稲
作
農
家
の
経
営
安
定
を

図
る
観
点
か
ら
、
生
産
現
場
で
最

も
要
望
の
多
い
主
食
用
米
の
生
産

コ
ス
ト
と
販
売
価
格
の
差
額
を
補

填
す
る
直
接
支
払
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
。

　

併
せ
て
、
水
田
農
業
の
持
続
的

発
展
に
資
す
る
た
め
、
日
本
型
直

接
支
払
制
度
の
見
直
し
と
各
種
施

策
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と
。

　
　
　

提
出
議
員　

本
多　
　

浩

　
　
　

賛
成
議
員　

細
川　

伸
男

　
　
　
　

 

同 　
　

神
田　

和
浩

　
　
　
　

 

同 　
　

江
上　

恭
司

　
　
　
　

 

同 　
　

石
原　

広
務

　
　
　
　

 

同 　
　

桝
田　

道
廣

　
　
　
　

 

同 　
　

大
湯　

圓
郷

　
　
　
　

 

同 　
　

真
柄　

克
紀

　
　
　
　

 

同 　
　

平
澤　
　

等

　
　
　
　

 

同 　
　

大
野　

一
男

　
　
　
　

 

同 　
　

熊
野　

主
税

※
内
容
は
要
約
し
て
掲
載
し
て
い

　

ま
す
。

※
内
閣
総
理
大
臣
の
ほ
か
、
関
係　

　

す
る
大
臣
等
に
提
出
し
ま
し
た
。
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意

見

書


